
（様式2）

計画どおり事業を進めることが適当

その他

計画どおり事業を進めることが適当

A

効 率 性

A　効率性が高い

A

課 題

0（円）12,000（円）

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

12,000

事務事業の評価

人工数（人役）

実施回数

1（回）

予算現額（円）

1（回）

防火に関する意識啓発のみであるため、内容の検討が必要。 文化財保護意識の啓発及び広く市民への周知。

一 般 財 源

合　　　計

100

実施に要する予算額

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

中項目（施策） 小項目（基本事業）

文化財保護関連経費 一般会計

大項目（政策）

細々目 151

社会教育費 目

社会教育管理業務

改 善 策

(      )

0

経常

市内には先人たちの生活の証である文
化財が多く残されている。こうした文
化遺産を保護・継承していくために、
文化財の保護意識の醸成を図る。
年１回、文化財防火デー(1/26)にあわ
せて防火訓練を実施している。

市内にある文化財を広く市民に周知
し、保護意識の醸成。

市内にある文化財を広く市民に周知
し、保護意識を醸成するため、文化財
の所有者、市教委、消防が協力して行
う防火訓練を市内１０カ所で年次的に
開催する。

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

事業名 文化財保護意識の啓発事業

10 教育費

12,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

0(      )

(      )

人 件 費 概 算

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

12,000

(      )

(      )

役務費 0

5

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

604,100

12,000

地 方 債

そ の 他

県 支 出 金

1

予算現額（円） 決算額（円）

1

文化振興係社会教育課

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

予算費目
款

細　目

支
出
内
訳

0

No

多彩な芸術文化とスポーツの振興 文化財の保護・継承

課名

事業実施の手段・手順

項

文化財の保護・継承16 1 1
施策体系

社会教育総務費

3 CHECK

0.1

553



（様式2）

その他

AA
計画どおり事業を進めることが適当 計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

市民の文化財への誇りと愛着意識の高揚。 市民に親しんでもらうため、文化財の継続的な整備・補修、案内板、説
明版の計画的な整備が必要。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い B　効率性が認められる A　目標どおり達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.45 2,718,450

合　　　計 665,000 654,174 合　　　計 665,000 654,174

一 般 財 源 (      ) 665,000201,000 654,174

備品購入費 24,150 24,150 そ の 他 (      )

負担金、補助及び交付金 201,000

(      )

需用費・役務費 221,850 214,124 県 支 出 金 (      )支
出
内
訳

旅費 3,000 0

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

委託料 215,000 214,900 地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円）

(      )

決算額（円）

686,000（円） 654,174（円） 2（件） 2（件）
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）実施に要する予算額 修復等を実施した数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
100

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

市内には先人たちの生活の証である文
化財が多く残されている。こうした文
化遺産を保護・継承していくために、
文化財の保存・整備を行う。

市内にある文化財の管理・整備及び修
復を行うことにより、本市への愛着を
持ち、誇りを感じるまちづくりを進め
る。

市内にある文化財の管理・整備及び修
復を行う。

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 社会教育総務費

細　目 1 社会教育管理業務 細々目 15 文化財保護関連経費 会計種別 一般会計

事業名 文化財の保存・整備事業

予算費目
款 10 教育費 項 5 社会教育費 目

文化振興係 No 2

小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 1 文化財の保護・継承 1 文化財の保護・継承
施策体系

大項目（政策） 中項目（施策）

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 社会教育課
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（様式2）

その他

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

後継者育成 審議会内での育成と文化財愛護団体等との連携

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い A　目標どおり達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.1 604,100

合　　　計 16,000 14,000 合　　　計 16,000 14,000

一 般 財 源 (      ) 16,000 14,000

そ の 他 (      )

(      )

県 支 出 金 (      )支
出
内
訳

報償費 16,000 14,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円）

(      )

決算額（円）

16,000（円） 14,000（円） 2 （回） 2 （回）
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）開催に要する予算額 会議回数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
100

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

市内には先人たちの生活の証である文
化財が多く残されている。こうした文
化遺産を保護・継承していくために、
文化財の調査・研究を行う。
年２回、会議や現場視察を実施し、文
化財の保存・活用に寄与している。

文化財審議会委員（８名）
文化財を発掘・調査・指定し、市民に
知らしめることで、文化財を生かした
まちづくりを進める。

市内にある文化財について調査・研究
を行う。（文化財の調査、リストの作
成等）

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 社会教育総務費

細　目 1 社会教育管理業務 細々目 15 文化財保護関連経費 会計種別 一般会計

事業名 文化財審議会事業

予算費目
款 10 教育費 項 5 社会教育費 目

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 1 文化財の保護・継承 1 文化財の保護・継承

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 社会教育課 文化振興係 No 3
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（様式2）

その他

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

保存会の後継者の育成。 地区での伝承文化へ対する誇り等の意識高揚を図る。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い A　目標どおり達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.2 1,208,200

合　　　計 450,000 450,000 合　　　計 450,000 450,000

一 般 財 源 (      ) 450,000 450,000

そ の 他 (      )

(      )

県 支 出 金 (      )支
出
内
訳

負担金、補助及び交付金 450,000 450,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円）

(      )

決算額（円）

450,000（円） 450,000（円） 1 （回） 1 （回）
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）実施に要する予算額 活動回数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
100

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

伝統行事や伝統芸能の継承発展を図
る。 古式行事は市指定の無形文化財
として年１回、厚狭秋まつりで市民に
披露している。

伝統行事や伝統芸能の継承している
「古式行事保存会」を育成・助成。伝
統芸能や伝統行事の保存・継承を行
い、ふるさとに愛着を持ち、文化財を
生かしたまちづくりを進める。

市内に伝わる伝統芸能や伝統行事の保
存・継承を行う。（保存団体の育成、
活動助成）

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 社会教育総務費

細　目 1 社会教育管理業務 細々目 15 文化財保護関連経費 会計種別 一般会計

事業名 伝承文化の継承事業

予算費目
款 10 教育費 項 5 社会教育費 目

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 1 文化財の保護・継承 1 文化財の保護・継承

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 社会教育課 文化振興係 No 4
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（様式2）

歴史民俗資料館費

3 CHECK

3

支
出
内
訳

3,161,644

役務費

県 支 出 金

16 1 2
施策体系

予算種別

予算費目
款

細　目

No

多彩な芸術文化とスポーツの振興 文化財の保護・継承

課名

事業実施の手段・手順

項

文化財の活用

1

予算現額（円） 決算額（円）

6

歴史民俗資料館

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

5

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

3,384,021

3,162,000

854,000 853,650委託料

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

3,162,000

(      )

(      )

82,292 地 方 債

そ の 他

3,161,644( 100 )

(      )

人 件 費 概 算

82,292

需用費 2,220,508

旅費 5,200

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

2,220,502

事業名 歴史民俗資料館運営

10 教育費

歴史民俗資料館運営業務

改 善 策

(      )

3,161,644

経常

5,200

（
割
合

）

財
源
内
訳

中項目（施策） 小項目（基本事業）

歴史民俗資料館管理運営費 一般会計

大項目（政策）

細々目 11

社会教育費 目

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

135

運営に必要な経費の確保

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

入館者数

8,062（人）

予算現額（円）

6,000（人）

現状では、市民のレファレンスにも十分に対応できず、多くの保留案件
を抱えながら企画展をしている。
来館者が増えたことで、寄贈も増えてありがたいが、収蔵するスペース
がない。

学芸員の増員。
収蔵庫の確保。
常設展示場のリニューアル。
展示ケースの増。

一 般 財 源

合　　　計

3,161,644（円）3,162,000（円）

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3,162,000

事務事業の評価

人工数（人役）

効 率 性

A　効率性が高い

A

課 題

計画どおり事業を進めることが適当

その他

計画どおり事業を進めることが適当

A

資料館は、旧小野田市制４０周年と旧
小野田セメント株式会社の創業１００
周年を記念して、小野田セメントから
建設費の寄附並びに数々の貴重なセメ
ント関連資料の寄託を受けて建設され
た。近年入館者数は横ばい傾向であっ
た。

市民に歴史や郷土、文化財等に興味を
持ってもらうため、魅力ある企画展な
どの運営を図る。

市民に気軽に見学していただくため、
団体客や希望者には展示資料の説明を
行う。また、郷土資料の保存や継承、
解説パネルやキャプションなどの改善
に努める。
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